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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること
＜連絡事項＞
· 週間予定～1/24　症例検討会、1/24～26　看護課内研修「カンファレンスについて」

· 横山　耕生様～1/25　13:30～退院療養検討会議開催。

· 1/25、藤原百合子Nsがローテーション研修で来所。

· 昼と夜のレストラン移動前に、通路および手すりの雪かきを行うこと。また、朝はデイケア棟喫煙所の床、壁が凍結していることがある為、つららの除去も行うこと。

· デイケア棟喫煙所に内履きのまま出てしまう利用者様がいる為、喫煙所は外履きに履き替えてから利用するよう、ミーティング等で声掛けを行っていく。

＜外来より情報提供＞

· 高橋　百壽様～本人様がメモ持参され、だるさとしんどさを訴えられている。リントン3mg 3Tから1.5mg 3Tへと減薬、副作用止めも減となっている。主治医からは、減薬により今後幻聴が現れるかもしれないので、気をつけるよう指導がある。

· 晴山　美智子様～現在行っている仕事について話をされている。

＜利用者様情報＞

· 田名部　浩平様～1/25　11時より青山荘見学予定（母様も同伴）。

· 佐藤　朗子様～1/20寿楽荘見学されている。施設職員から、施設の概要と仕事内容（洗濯物たたみ）、および注意事項についての説明があったとのこと。本人様からは、薬の副作用で喉が渇きやすいことを伝えており、職員からは水の持参を許可されたとのこと。次回面接実施予定となっており、日時については青明舎より追って連絡がある。また、本日より通所日が月・火・水・金となる。

· 北嶋　剛様～本人様より電話あり、特定スタッフを指名して現在の状況について話をされている。「膝半月板の検査をするために八戸市民病院を紹介され、今日受診したが、機械が壊れているとのことでそのまま帰された」「25日にもまた検査がある」「主治医からは手術をしなければならないかもしれないと言われた」等話されている。今後の利用について話が及び、「デイケアには行きたいので、手術が終わった直ぐに行きたいです」、「○○さん（メンバー）にも会いたいので早く行けるようになりたいです」と話される。今後、本人の状況確認についてご家族様に連絡を取ることを検討していく。

· 横山　耕生様～本日午前、病棟SWとデイケア見学されている。不安訴えることなく、プログラムにも参加されている。24日午後より見学予定となっている。

· 
大釜　久直様～本日午前、姉様より本人様の現在の様子と通所再利用について電話連絡あり。本人様は1日3回の点眼が必要である他は問題なく過ごされているとのこと。家族の意向としては2月から再利用させたいとのことで、必要書類について質問されている。主治医（八戸赤十字病院精神科）からの意見書が必要なことを伝えると、「今度受診するのは2/16なのですが、その前から使えないのですか」と話される。原則的に必要書類を揃えてからの正式利用になることを再度説明している。

＜新年会反省会＞

（メンバーについて）

· みんなで初詣！～新しいゲームであったがトラブル無く、メンバーからもおおむね好評であった。「おみくじをひく」というルールを設けていたが、「（入院生活が長く）初めておみくじをひいた」と笑顔で話される方もいた。おみくじの内容が、メンバーの日常生活にも通じる内容で「このとおりに過ごしたい」と話される方も多かった。

· 生け花教室～事前に参加希望を取っていたが、当日にも参加を希望される方がおり、大勢でよい雰囲気で楽しめる内容となった。

· カラオケ大会～事前に参加希望を取っていたが、普段はあまり目立たずおとなしく過ごされている方からも参加があったことが良かった。当日は事前に希望していた曲がカラオケに入っておらず、別の曲になった方もいたが、参加者全員で盛り上げていた。

· ナイトケア～前日に役割分担をきちんと決めておいた為、当日はスムーズに作業を進めることができた。昨年度は時間が押してしまったが、今年度は時間内に全て終えることが出来た。「最後に一本締めをしたい」との声があり、松永様に掛け声をお願いしたところ快く引き受けてくださり、いつもと違うメンバー様の表情を見ることが出来た。

（スタッフの動きについて）

· 午前中は西病棟のトイレを借用するため、メンバーには予めデイケア棟でトイレを済ませていただくよう説明する他、トイレ休憩の時間と誘導スタッフを配置することとしていた。しかし、当日はトイレ希望者が多く、一度に誘導すると西病棟の患者様を待たせてしまう恐れがでてしまったことから、スタッフ2名を体育館入り口とトイレに配置して2名ずつ誘導するように方法を変更した。次回以降も、デイケア棟以外での企画の際にはトイレ誘導について細かく確認する必要がある。

